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序章 

１ 計画策定の背景・目的 

本市は、古くから菊池川水運の中継地であると

ともに、豊
ぶ

前
ぜん

街
かい

道
どう

を軸に菊池往還や兼松
かねまつ

往還等が

分岐する交通の要衝であり、江戸時代からは参勤

交代路にある温泉宿場町として栄えた。同街道沿

いには酒造蔵や味噌醤油屋、旅館等の商屋が建ち

並び、明治時代に芝居小屋の八千代座や大衆温泉

のさくら湯が建てられている。また、山鹿灯籠ま

つりや温泉祭をはじめとする伝統的な祭礼が毎年

行われ、商都としても大きな賑わいを見せた。戦

後、現代建築に押され昔ながらの建物は姿を消していったが、当時の風情を物語る歴史的

建造物を生かしたまちづくりを進めた結果、平成 19 年（2007）には都市景観大賞を受賞す

るに至った。 

他方、中央部を流れる菊池川の周辺は古代より米作りが盛んになると、大きな集落が形成

された。弥生時代後期の大規模環濠集落跡である方保田
か と う だ

東
ひがし

原
ばる

遺
い

跡
せき

や国内屈指の装飾古墳で

あるチブサン古墳・オブサン古墳等がある。これらはこの地域で昔から豊かな生活文化が営

まれていたことを示している。地政学的な理由と相まって、7 世紀の緊迫した東アジア情勢

から日本を守るために築かれた古代山城である鞠
きく

智
ち

城
じょう

の築城理由にもなったと考えられて

いる。 

現在もこれらの歴史遺産が菊池川流域の田園風景の中にしっかりとその存在感を主張し、

山鹿を代表する歴史的景観を形づくっている。 

このように、本市は全国でも有数の歴史遺産を持つ自治体として、豊富な農産物や自然、

温泉等の地域資源を生かしながら、歴史・文化・景観を大切にしたまちづくりの熟度を高

めてきた。 

平成 20 年（2008）に景観法（平成 16 年法律第 110 号）に基づく『山鹿市景観計画』を

策定し、市民と行政が協働で山鹿らしい景観を保全しながら、次代に継承していくための

仕組みをスタートさせた。 

こうしたまちづくりの取組が市民の関心を一層

高めることとなり、歴史遺産を巡るツアーの自主企

画、人力車の出現、新イベントの誕生等、歴史文化

とこれを支える人々との関係をより緊密化させる

力となっている。 

本市は、歴史・文化・景観を大切にしたまちづく

りを推進するため、「地域における歴史的風致の維 写真 山鹿の文化や歴史を紹介する米米惣

門ツアー（下町惣門会） 

写真 菊池川に隣接した市街地 



2 

持及び向上に関する法律（平成 20 年法律第 40 号）」（以下「歴史まちづくり法」という。）

に基づく山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 1 期）（以下「第 1 期計画」という。）を策定

し、平成 21 年（2009）3 月に国の認定を受け、歴史的風致の維持及び向上に関する事業に

取り組んできた。 

主な取組としては、八千代座交流施設や施設前広場整備事業、さくら湯再生及び公園整備

事業が挙げられる。また、この 2 施設を拠点とし、地区の回遊性を高めるための道路美装化

や案内板の整備、主要なアクセス道路の無電柱化等を行った。さらに、歴史的建造物の修景、

祭礼行事や伝統工芸の継承、条里を受け継ぐ田園環境の維持活動等への支援等を実施した。 

その結果、町並みの魅力が向上し、観光入込客数が増加するとともに、山鹿灯籠を制作

する灯籠師の担い手が増加するという成果につながった。また、菊池川流域の 4 市町（山

鹿市・玉名市・菊池市・和水町）が申請した「米作り、二千年にわたる大地の記憶～菊池川

流域「今昔『水稲』物語」～」が日本遺産に認定されたこともこれらの取組の成果といえ

る。 

しかし、人口減少や少子高齢化による伝統文化の担い手不足は解消されておらず、空き

家となった歴史的建造物や解体された歴史的建造物も存在する。今後とも祭礼行事、伝統

工芸の継承や歴史的建造物の維持等に関する事業に取り組んでいく必要がある。歴史的建

造物については、維持管理への支援に加え、平成 28 年（2016）熊本地震により、防災対策

の必要性も顕在化している。また、2 つの拠点施設である八千代座とさくら湯は、更なる利

用促進に向け、整備された交流施設や公園・広場と一体となった活用やＰＲ活動等を工夫

することが求められる。 

したがって、本市固有の歴史・文化・景観を大切にしたまちづくりを今後とも継続して

いくため、山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 2 期）（以下「第 2 期計画」という。）を策

定し、引き続き歴史的風致の維持及び向上を図る事業を推進するものとする。 
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２ 計画期間 

計画期間：令和 3 年（2021）度から令和 12 年（2030）度まで 

 

３ 計画の策定体制 

本計画は、建設部都市整備課と教育委員会教育部文化課が関係課と連携しながら計画素

案を作成、山鹿市歴史的風致向上計画庁内連絡協議会において庁内の合意形成を図り、山

鹿市歴史的風致維持向上計画協議会（歴史まちづくり法第 11 条に基づく法定協議会）にお

いて策定したものである。 

計画内容は、市の広報紙やホームページでも公開することとしている。 

 

表 山鹿市歴史的風致維持向上計画協議会の構成（令和７年度）※敬称略 

氏名 機関・所属等 備考 

会長 竹下 輝幸 山鹿市文化財保護委員会委員長 郷土史 

副会長 原田 和典 山鹿市景観審議会会長 崇城大学教授  都市空間デザイン 

構成機関委員 国土交通省九州地方整備局菊池川河川事務所   

農林水産省九州農政局農村振興部農村計画課   

熊本県教育庁教育総務局文化課   

熊本県立装飾古墳館   

熊本県土木部道路都市局都市計画課   

有識者委員 

  

  

  

坂本 隆文 松尾神社宮司   

杉谷 博康 大宮神社宮司   

高村 洋美 
山鹿温泉観光協会 

山鹿温泉よへほ女将会会長 
  

井上 富子 熊本県建築士会山鹿支部   

山鹿市委員 

 

  

  

  

  

総務部政策調整課   

農林部農村整備課  

商工観光部商工政策課   

商工観光部観光課   

教育委員会教育部文化課   

建設部都市整備課   
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図 山鹿市歴史的風致維持向上計画の策定体制 

 

山鹿市歴史的風致維持向上計画 

協議会 

 

【国】国土交通省九州地方整備局菊池

川河川事務所、農林水産省九州

農政局農村振興部農村計画課 

【熊本県】熊本県教育庁教育総務局文

化課、熊本県立装飾古墳館、熊

本県土木部道路都市局都市計画

課 

【関係者】松尾神社、大宮神社、山鹿

温泉観光協会、熊本県建築士会

山鹿支部景観まちづくり研究部

会 

【関係機関】山鹿市文化財保護委員

会、山鹿市景観審議会 

【山鹿市】教育委員会教育部文化課、

総務部政策調整課、商工観光部

商工政策課・観光課、農林部農

村整備課、建設部都市整備課 

法定協議会 

 

 

 

 

 

庁内組織 

山鹿市歴史的風致維持向上計画 

庁内連絡協議会 

 

総務部政策調整課 

商工観光部商工政策課 

商工観光部観光課 

農林部農村整備課 

事務局 

 

教育委員会教育部文化課 

建設部都市整備課 

協議・調整 

提案 

意見 

市 長 

山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 2期）の決定 

主務大臣 

文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣 

市 民 
意見 

報告  

山鹿市文化財保護委員会 

山鹿市景観審議会 

意見 

意見募集 

申請 認定 
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４ 計画策定の経緯 

第 1 期計画は、平成 21 年（2009）3 月 11 日に認定を受け、その後、2 回の軽微な変更

と 4 回の計画変更を行った。 

第 2 期計画は、第 1 期計画に設定した山鹿市の維持向上すべき歴史的風致、重点区域の

再検討を行うとともに、第 1 期計画の最終評価を踏まえ、文化財の保存又は活用に関する

事項、歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等に関する事項等を整理し、策定した。 

 

表 第 1期計画の策定・変更の経緯 

年月日 内容 

平成 21年（2009）2 月 6 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の認定申請 

同年 3 月 11 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の認定 

平成 23年（2011）3 月 23 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の軽微な変更 

平成 24年（2012）9 月 12 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の変更の認定申請（第 1 回） 

同年 10 月 4 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の変更認定（第 1回） 

平成 26年（2014）3 月 5 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の変更の認定申請（第 2 回） 

同年 3 月 31 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の変更認定（第 2回） 

平成 27 年（2015）3 月 11 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の変更の認定申請（第 3 回） 

同年 3 月 27 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の変更認定（第 3回） 

平成 28 年（2016）3 月 17 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の変更の認定申請（第 4 回） 

同年 3 月 31 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の変更認定（第 4 回） 

平成 31 年（2019）3 月 13 日 山鹿市歴史的風致維持向上計画の軽微な変更 

 

表 山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 2期）の策定・変更の経緯 

年月日 内容 

令和 2年（2020）10月  2日 第 1 回山鹿市歴史的風致維持向上計画庁内連絡協議会の開催 

同年  11月 25日 山鹿市文化財保護委員会の開催 

同年  12月 1日 第 1 回歴史的風致維持向上計画協議会の開催（書面） 

同年  12月 25日 山鹿市パブリックコメントの実施 

令和 3年（2021） 2 月  1日 第 2 回歴史的風致維持向上計画協議会の開催（書面） 

同年  2 月 17日 山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 2期）の認定申請 

同年  3 月  5日 山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 2期）の認定 

令和 6年（2024） 3 月 28日 山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 2期）の軽微な変更 

令和 7年（2025） 3 月 28日 山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 2期）の軽微な変更 

令和 8年（2026） 6 月 10日 山鹿市歴史的風致維持向上計画（第 2期）の軽微な変更 
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第１章 山鹿市の歴史的風致形成の背景 

１ 自然的環境 

（１）位置 

本市は、熊本県の北部に位置し、内陸部にあって、北は緑豊かな山林に覆われ、南は東か

ら西へと流れる菊池川流域を中心とした田園地帯が広がっている。東西 21.5km、南北 

26.7km にわたり、市域面積は 299.69ｋ㎡である。北は福岡県八女市、大分県日田市、東

は菊池市、南は熊本市と玉
ぎょく

東
とう

町
まち

、西は和水町
なごみまち

に接している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 山鹿市の位置 
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（２）地形・地質・水質 

１）山地 

山地は市域の北部と中部及び南部にあり、北部は八
や

方
ほう

ヶ
が

岳
たけ

（1,051.8m）を最高に国見山

（1,018.1ｍ）等の 1,000ｍ級の山々に囲まれた筑肥山地の南端に位置している。 

県境付近の岩石は安山岩の火山活動で流された溶岩や火山噴出物で構成され、溶岩流の

部分は傾斜が急峻で場所によっては岩塔を露出し、凝灰質の部分は侵食を受けて深い谷を

つくっており、矢
や

谷
たに

渓
けい

谷
こく

や岳
たけ

間
ま

渓
けい

谷
こく

は県北有数の景勝地となっている。この地域の大部分 

は国有林で、スギ・ヒノキ等の人工林が水源涵養保

安林として植生し、ここで生み出された豊かな清

流は岩野川、上内田川となり、南部の菊池川本流に

合流している。 

中部は西岳（648.3m）・彦岳（335.1m）・震岳

（416m）等の山々があるが、これらの周辺は変斑

れい岩でできており、岩質が硬いため建設工事に

利用するために採石されている。また、西岳の南部

には特徴的な地形・地質として不動岩（市指定の名

勝）や首石岩等の巨大な岩がそびえ立ち、ランドマ

ークとなっている。  

南部は国見山（388.8m）と米野山（311.8m）が

それぞれ分水嶺として玉東町、和水町に接してお

り、両山ともに結晶片岩でできているため、スギ・

ヒノキの生育がよく、頂上まで豊かな緑に覆われ

ている。 

 

２）山麓丘陵 

北部の上内田川の両岸には、日本の山村景観を

代表する番所の棚田（日本の棚田百選に認定）が山

麓の傾斜地に階段状に広がっており、古代山城の

鞠智城は、菊
きく

鹿
ろく

盆地の北東部、山鹿平野を望む台地

にある。また、岩野川上流の集落では鹿北茶発祥の

地として立派な茶園が整備されている。 

南部の国見山周辺の山麓では、結晶片岩の風化

した土地を段々畑に整備したミカン園が広がって

いる。 

 

 

 

写真 番所の棚田と彼岸花 

写真 八方ヶ岳 

写真 不動岩 
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３）段丘台地 

段丘台地は阿蘇火砕流の堆積物に覆われたもので、市の中部及び南部に分布している。

菊池川がその境となっており、中部の国道 325 号沿いに広がる市街地部に人口の大半が集

まり、南部ではスイカや金柑等が栽培される畑地が広がっている。 

 

４）自然堤防 

菊池川の左岸に位置し、合志川や千田川、岩原川が流れる南部は、菊池川の氾濫原で沖

積地の水田地帯である。この地には自然堤防が発達し、南島、長坂、小柳、分田、中川、中

富、梶屋の集落は河川の氾濫を避けるため、自然堤防の上に立地している。 

 

５）低地 

菊池川・岩野川・吉田川・上内田川・合志川の両岸に分布し、沖積
ちゅうせき

平野の水田地帯が広

がり、灌漑
かんがい

用水路が整備され、本市の米どころとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 山鹿市の地形（資料：国土地理院・地理院地図（色別標高図、陰影起伏図、標準地図）一部改変） 
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図 山鹿市の地質（資料：産業技術総合研究所地質調査総合センター「20 万分の 1 地質図幅 熊本」一部改変） 
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（３）気象 

本市は、夏は蒸し暑く、冬の冷え込みが厳しい内陸型の気候である。 

中心部に近い熊本地方気象台の菊池観測所の過去 5 年間の気象データをみると、年間平

均気温は 16.4℃、年間平均降水量は 2,049.9mm となっている。気温は、8 月に最高気温が

33.5℃、1 月に最低気温がマイナス 1.0℃と、年変化が大きい。降水量は、梅雨の時期に突

出して多くなっており、6、7 月の 2 か月で年間降水量の約 4 割が降る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 気温の平均（資料：気象庁菊池観測所 平成 27 年～令和元年（2015～2019）の平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 降水量の合計の平均（資料：気象庁菊池観測所 平成 27 年～令和元年（2015～2019）の平均値） 
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２ 社会的環境 

（１）市の沿革 

本市は、平成 17 年（2005）1 月 15 日に山鹿市、鹿北

町、菊鹿町、鹿本町、鹿央町の 1 市 4 町が合併し、新た

な山鹿市として誕生した。 

なお、旧山鹿市は昭和 29 年（1954）に 1 町 7 村が合

併して誕生している。旧鹿北町は昭和 29 年（1954）に 3

村が合併して鹿北村、昭和 38 年（1963）に鹿北町となっ

た。旧菊鹿町は昭和 30 年（1955）に 3 村が合併して菊

鹿村、昭和 40 年（1965）に菊鹿町となった。旧鹿本町は

昭和 30 年（1955）に 1 町 2 村が合併して鹿本町となっ

た。旧鹿央町は昭和 30 年（1955）に 3 村が合併して鹿

央村となり、昭和 40 年（1965）に鹿央町となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 合併の経緯（昭和 20 年以降）（資料：新『山鹿市』合併のあゆみ（合併の記録誌）（2005）） 

図 平成 17 年（2005）の合併前の

旧市町 
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（２）土地利用 

令和 2 年（2020）3 月 31 日現在、本市の総面積

は 29,969ha である。 

地目別土地面積をみると、平成 31 年（2019）1

月 1 日現在、山林が 33％、農地（田、畑）が 27％、

宅地が 5％を占めている。 

都市計画区域は 2,275 ha、うち用途地域に指定

されているのは 471 ha である。市街化区域、市街

化調整区域は定めていない。 

市域のうち、用途地域および農用地等として利

用できない規模の大きな森林の区域（国有林

1,990ha、森林地域 370ha）を除いた区域が農業振

興地域（27,138ha）に指定されている。農業振興

地域のうち 7,885ha が農用地である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 土地利用規制現況（資料：山鹿市都市計画マスタープラン） 

図 地目別土地面積（平成 31年（2019）1 月

1 日現在）（資料：平成 31 年度 山鹿市

統計資料） 
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（３）人口動態 

１）人口・世帯数の推移 

本市の人口は、平成 27 年（2015）時点で 52,264 人となっており、昭和 60 年（1985）

からの 30 年間でみると、減少が続いている。国立社会保障・人口問題研究所の推計による

と、令和 17 年（2035）には約 4 万人にまで減少すると予測されている。 

世帯数は増加傾向であったが、平成 17 年（2005）をピークに減少に転じている。平成 27

年（2015）時点で 19,145 世帯、1 世帯あたりの人員数は、2.7 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人口・世帯数の推移（資料：国勢調査、日本の地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 世帯数の推移（資料：国勢調査） 
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２）３区分別人口の推移 

平成 27 年（2015）時点の 3 区分別人口の割合は、年少人口（0～14 歳）が 12.1％、生

産年齢人口（15～64 歳）が 53.3％、高齢者人口（65 歳以上）が 34.6％であり、年少人口

と生産年齢人口が減少する一方、高齢者が増加を続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 区分別人口の推移（資料：国勢調査） ※年齢不詳人口は含まない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 区分別人口の割合推移（資料：国勢調査） ※年齢不詳人口は含まない 
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（４）交通機関 

本市の主要な広域交通は九州自動車道であり、菊水 IC や植木 IC から約 20 分の距離に

ある。また、九州新幹線新玉名駅から路線バスでアクセスすることもできる。 

市内の交通網は、市役所がある中心市街地で交差する国道 3 号と 443 号、325 号が骨格

の都市軸となっており、市外へのアクセスにおいても主要幹線道路として利用されている。

また、これを補完するように県・市道が放射状に広がり山鹿の道路網が形成されている。 

鉄道がないため、公共交通機関は路線バスと予約制乗合タクシー（以下「あいのりタク

シー」という。）のみとなっている。路線バスは山鹿バスセンターを拠点に、主に本市～周

辺市町を結ぶ路線で運行している。一方、あいのりタクシーは、路線バスが運行していな

い地域をカバーする形で運行しており、路線バスのバス停から 500m 以遠の地域を対象に、

現在市内 4 地域（菊鹿・鹿央・鹿北・山鹿）で運行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 主要な広域交通 
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図 市内の交通網 
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（５）産業 

１）産業別就業人口と市内総生産額 

平成 27 年（2015）の 15 歳以上の就業人口 25,569 人に占める第一次産業の割合は 16.5％

で、第二次産業の割合は 25.9％、第三次産業の割合は 57.2％となっている。本市の主要産

業は農林業であるが、第一次産業の就業人口、割合とも減少傾向が著しい。一方、第三次産

業は、就業人口は減少傾向にあるが他の産業より緩やかであるため、相対的に割合は増加

傾向にある。 

平成 27 年（2015）の熊本県平均と比較すると、第一次産業の占める割合が高く（県：

9.6％）、第三次産業の占める割合が低い（県：67.5％）のが特徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 産業別就業人口の割合の推移（資料：国勢調査） 

 

２）農業 

本市は、菊池川の中流域に位置することから古

くから肥沃な土壌による穀倉地帯が形成され、現

在も全国で最高位の評価を受ける米が生産される

米どころである。 

他にも、茶、栗、たけのこ、スイカ、ハウスきん

かん等の農産物が生産されている。近年はワイン

用ブドウの生産拡大を進めている。さらに、牛、豚、

鶏（肉・卵）の畜産業も盛んである。 

また、鹿北地域は、建築材に適していると言われ

ている「あや杉」の代表的な産地であり、住宅建築

資材として広く流通している。 

 写真上 たけのこ ／ 写真下 あや杉 
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３）工業 

本市は、農産品を製造・販売する企業が多く、平成 29 年（2017）の工業統計調査をみる

と、食料品製造業の事業所が 26.3％、従業員数が 19.2％と、最も高い割合を占めている。 

また、本市は古来より米の集積地であったことから、江戸時代の米問屋から転じて明治

29 年（1896）に創業し、現在も営業している酒蔵もあり、農業と連携した製造業が盛んで

ある。加えて、製造品出荷額等において、電気機械器具製造業が約 4 割を占めることも本

市の大きな特徴となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 製造業の産業分類別事業所数、従業者数、製造品出荷額等の割合（資料：工業統計調査（2017）） 

 

４）商業 

平成 28 年（2016）時点で商店数は 497 店、従業者数は 2,951 人、年間商品販売額は約

617.7 億円となっている。平成 19 年（2007）までは、商店数と従業者数は減少傾向、年間

商品販売額は横ばいであったが、平成 24 年（2012）以降は、商店数、従業者数、年間商品

販売額ともに増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 店舗数、従業者数、年間商品販売額の推移の推移（資料：商業統計調査（平成 14、16、19、26 年）、経済セ

ンサス活動調査（平成 24、28年）） 

※商業統計調査は、日本標準産業分類の第 12 回改定（平成 19 年（2007）11 月）及び調査設計の大幅変更を行

ったことに伴い、平成 26 年（2014）と平成 19 年（2007）調査の数値とは接続していない。（経済産業省 HP） 
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（６）観光 

１）観光客数の推移 

合併以降、観光客数は減少傾向が続いたが、平成 22 年（2010）以降は回復し、平成 27

年（2015）には 400 万人を超えた。平成 28 年（2016）は熊本地震が起きたこともあり、

一時減少したが、平成 30 年（2019）時点で再び 400 万人を超えている。 

一方、宿泊客数は、観光客数が増加傾向に変わった平成 22 年（2010）以降も減少傾向が

続いている。平成 22 年（2010）の日帰り・宿泊客数の総数に対する宿泊客数の割合は 10％

を割ってから平成 27 年（2015）には 7.0％まで減少、平成 29 年（2018）に 8.0％に回復

したが、その後再び減少傾向が続いている。 

図 観光客数の推移（資料：熊本県観光統計表、山鹿市資料） 

図 日帰り・宿泊客数の推移（資料：熊本県観光統計表、山鹿市資料） 
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２）主要観光施設の利用者数 

平成 30 年（2018）の主観光施設の年間利用者数は、山鹿温泉が約 67.6 万人で最も多く、

次いで夢大地館（ＪＡファーマーズマーケット）が約 61.7 万人となっている。 

主な歴史的な施設では、相
あい

良
ら

寺
じ

が約 7.3 万人、歴史公園鞠智城・温故創生館が約 6.1 万

人、八千代座が約 4.5 万人、山鹿灯籠民芸館が約 2.6 万人となっている。 

 

表 主要観光施設の年間利用者数（資料：山鹿市資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）まつり・イベント等の入込客数 

平成 30 年（2018）のまつり・イベント等の入込客数をみると、山鹿灯籠まつりが最も多

く、2 日間で 16 万人となっている。次いで山鹿灯籠浪漫・百華百彩が 3.8 万人、かほくま

つりが 1.8 万人となっている。 

 

表 まつり・イベント等の入込客数（資料：山鹿市資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

単位：人

名称 観光客数 開催期間 会場

山鹿灯籠まつり 160,000 8/15・8/16 山鹿市街地一円

かほくまつり 18,000 11/17・11/18 鹿北グラウンド一円

かもと招魂祭 16,000 8/11～8/14 来民商店街及び鹿本総合支所

山鹿さくら湯開湯まつり 16,000 11/23～11/25 さくら湯

第一回きくかまつり 10,000 9/22 あんずの丘、鞠智城、番所棚田 等

こふんかんへ　５・５・GO！ 3,612 5/5 装飾古墳館

ミュージアムキッズ全国フェア 2,880 6/23 装飾古墳館

※「山鹿温泉祭」は、日程変更に伴い、平成30年度は実施せず

藤まつり4/20～5/6
蓮まつり6/23～8/5

鹿央古代の森交流施設『里やま』 、
鹿央物産館周辺

12,400鹿央里山まつり

山鹿灯籠浪漫・百華百彩 38,000
2/1～2/23

（金・土・日のみ開催）
豊前街道・八千代座

第35回ボーイズリーグ
山鹿選手権大会

3,275 8/25・8/26・9/2 山鹿市民球場 、鹿央グラウンド 等
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３ 歴史的環境 

（１）歴史 

１）古代 

①弥生期から古墳時代 

阿
あ

蘇
そ

外
がい

輪
りん

山
ざん

西麓
せいろく

に源流を持つ菊池川沿いに広が

る本市には、その肥
ひ

沃
よく

な平野がもたらす恵みによ

り弥生時代から大規模集落が発達した。当時の遺

構を残す方保田
か と う だ

東
ひがし

原
ばる

遺跡では、祭祀遺構、小鍛冶
こ か じ

跡、土器製作跡等をはじめ、家形土器や巴
ともえ

形
がた

銅
どう

器
き

、

銅
どう

鏃
ぞく

、銅鏡等が出土している。 

さらに、古墳時代には、チブサン古墳やオブサン

古墳をはじめとする彩色系の装飾古墳や鍋田横穴

群、城
じょう

横穴群等の浮彫
うきぼり

のある装飾横穴が造られる

とともに、県内最大規模の前方後円墳を持つ双子

塚古墳を含む岩原
いわばる

古墳群等を中心に豊かな古墳文

化が花開いた。 

本市には、熊本県内 212 基（令和 7 年（2025）

現在）の装飾古墳のうち、74 基があり、日本一の

集積地といわれる。装飾古墳の文様で特に注目さ

れるのは、人と馬、船の図柄が多いことである。 

 

②古代山城鞠智城の時代 

古墳時代を経て、7 世紀以降、大和政権による九

州支配の確立と朝鮮や中国といった東アジア諸国

との緊張関係が進む中で、朝鮮式山城の鞠智城が

築城された。鞠智城は、天智 2 年（663）の白
はく

村
すき

江
のえ

の戦いで百済を支援して唐・新羅の連合軍に大敗

した大和政権が、日本列島への侵攻に備え西日本

各地に築城した古代山城の一つで、国家存亡の危

機に際して築かれた大規模な朝鮮式山城と考えら

れている。 

朝鮮半島に程近い九州西岸の有明海側を守ると

ともに、九州統治の拠点であった大宰府やそれを

防備する大野城・基肄
き い

城
じょう

に武器・食糧を補給する

兵たん基地としての役割も果たし、国家的危機へ

写真 出土した家形土器と巴形銅器 

写真 岩原古墳群、中央が県下最大級の双子

塚古墳 

写真 鞠智城跡宮野礎石 

写真 鞠智城跡周辺の航空写真 
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の対応の一翼を担っていたと考えられている。鞠智

城は天智 4 年～天智 6 年（665～667）ごろに築城

されたと推定され、元慶 3 年（879）までは国書に

その存在が記されている。城塞機能だけでなく政庁

的な機能を併せ持っていた可能性が高い。 

鞠智城は、『続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』等の国書に記載された朝

鮮式山城として平成 16 年（2004）に国の史跡に指

定され、熊本県では、昭和 42 年（1967）からの 35

次にわたる発掘調査を進めてきた。その結果、城跡

の核となる長
ちょう

者
じゃ

原
ばる

を中心に、八角形建物や米倉、兵舎、板倉等これまで 72 棟分の建物遺

構が発見されている。出土品としては、平成 9 年（1997）3 月に「秦人忍（米）五斗」と

記された古代山城初の木簡が発見され、また平成 20 年（2008）10 月に日本初出土となる

百済系の菩薩立像が発見され、鞠智城の築城に百済の貴族が関わっていた可能性がある。

現在、鞠智城は 7 世紀後半～10 世紀中ごろまでの約 300 年存続したと考えられ、5 期に

わたる時代変遷が明らかとなっている。 

 

２）中世から近世（加藤氏改易）まで 

延久 2 年（1070）ごろには、菊池氏が現在の菊

池市の隈
わい

府
ふ

に城を築き、南北朝時代は懐
かね

良
よし

親
しん

王
のう

を

迎えて征
せい

西
せい

府
ふ

を置き、肥後だけでなく九州の政治・

文化の中心地となった。このため、菊
きく

池
ち

十
じゅう

八
はち

外
と

城
じょう

をはじめ多くの城が菊池川流域に築城された。 

山鹿には菊池氏の庶流にあたる山鹿氏が清滝城

（山鹿城、上市城ともいう）を築き、居城した。 

1500 年代には菊池氏の正統も絶え、家臣の一人 

であった隈
くま

部
べ

氏
し

が勢力を強め、戦国時代末期までに山鹿菊池一帯を支配下とした。その隈

部氏の館跡が本市の菊鹿町に良好な状態で残っている。肥後国衆一揆を経て近世の領国支

配が確立し、加藤家、細川家の支配下に入ることとなる。加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

は領内の田畑の正確な

面積と収量を把握すべく、天正 16 年（1588）から検地を開始し、山鹿地方は翌天正 17 年

（1589）にこれを実施した。この時の山鹿・菊池の検地帳 57 冊が現存している。また検地

と同時に豊前街道も肥後の重要路線として整備され、1 里ごとに里数の目安となる榎
えのき

（里
り

数
すう

木
ぎ

）が植えられた。鹿央町元
もと

広
ひろ

の里数木等は当時の遺構である。 

 

 

 

 

 

 

写真 隈部氏館跡の建物跡礎石 

写真 八角形建物の遺構 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%B6%E4%B9%85
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３）近世（細川氏の入国）から近代へ 

①農業生産基盤の整備 

加藤氏の出羽改易後の寛永 9 年（1632）、細川忠利が小倉から入国すると、山鹿郡にも郡

代（郡奉行）が置かれ、寛永 10 年（1633）には手
て

永
なが

制（郡と村の中間の行政区画）が敷か

れた。七町八反から十一町八反（約 7.7～11.7ha）にも及ぶ大規模な開墾が次々と行われ、

灌漑
かんがい

用水路も引かれると、これまでの支流を含む菊池川流域の穀倉地帯が山間部へ拡大し、

現在の田園・農村風景の原型が形成されていった。その後、文政 3 年（1820）に山鹿長坂

南島井手、安政 4 年（1857）に蒲生
か も う

湯の口溜池、文久 2 年（1862）に寺島井手等の数か村

に及ぶ大規模な灌漑施設が新設されると、山鹿と周辺農村との結びつきが強まって生活圏

が拡大し、1 つの商都を中心にその周辺に複数の農村が位置するという基礎的都市構造が

見られるようになった。特に、寺島井手は大坪橋という石橋（水路橋）を伝って山鹿へ貫流

し、南部の農地を潤した。その灌漑面積はおよそ 300 町歩にも及んだ。 

 

②湯
ゆ

町
まち

（山鹿）の繁栄 

近世、山鹿の中心地は「湯町」と呼ばれ、『新編
しんぺん

肥後
ひ ご

国
こく

志
し

草稿
そうこう

』（享保 13 年（1728））の

中で、宿町・温泉町として登場し、同書には湯町御茶屋、湯町町奉行宅等があったと記され

ている。細川忠利が入国の際に宿泊した所が山鹿の御茶屋である。御茶屋は、藩主・幕府の

上使や他所の賓
ひん

客
きゃく

の休泊にあてられた藩の施設である。忠利は山鹿の温泉を気に入り、寛

永 17 年（1640）に御茶屋を新築した。以来、山鹿は参勤交代時の宿泊地となり、温泉宿場

町として繁栄した。後にこの御茶屋が現在のさくら湯となる。 

肥後藩の参勤交代路であった豊前

街道は、熊本と小倉を結ぶ主要道で

あり、熊本から北上し、菊池川を越え、

湯町（現山鹿中心部）で大きく西行し、

関町（現南関町）へ向かう。菊池川を

渡って山鹿に入ると惣門があり、不

審者の出入りを取り締まっていた。 

『山鹿湯町絵図』（宝暦 13 年（1728）

調製）をみると、惣門をくぐると、街

道沿いには商家の町並みが形成され

ていたことがうかがえる。また、湯町

は度々火災で家屋を焼失しており、

文政 9 年（1826）、安政 5 年（1858）

には大火に見舞われている。現在、街

道沿いに残っている歴史的建造物に

瓦葺
かわらぶき

や柱を塗り込めた土
ど

蔵
ぞう

造
づくり

が多

く見られるのは、延焼防止のため藩

が推奨した結果と考えられる。 

図 豊前街道のルート 
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③新町（来
く

民
たみ

）の発展 

市南東部に位置する現在の鹿本町来民は、文明年間（1469～1487）には黒土町と呼ばれ

た。わずかながら市が立ち、次第に町の体裁を整えていったが、幾多も戦火に見舞われた。

寛永 16 年（1639）に細川忠利が昔の町の体裁を残していたこと、山鹿と隈
わい

府
ふ

（現菊池市）

の間にあること等から、当地を町に取り立て「新町」と改めさせ、月に 6 度の市を立てる

ことを許した。また町勢発展のために、諸公役、諸貫銭を免除する保護策がとられるとと

もに、中村手
て

永
なが

（手永：江戸時代に肥後熊本藩主の細川家がその領地に導入した行政制度

である。領内を手永と呼ばれる行政区画に分けて村を束ね、責任者として惣庄屋を置く。）

の会所（惣庄屋を補佐し、各種の実務を行った役所）が設けられたことで急速に町の形態

を整えていった。 

宝暦 13 年（1763）の『宝暦新町絵図』（山鹿市鹿本町、大光寺蔵）によれば、町の規模

は三百間（約 570ｍ）で、大通りを挟んで 157 軒の町屋が並び、最も多いのが間口 3 間、

5～6 間になる二棟造り（別棟民家）やコ字型の妻入り造りであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 宝暦新町絵図（部分）（山鹿市鹿本町、大光寺蔵） 

 

④菊池川の水運力 

近世の山鹿を特徴づける菊池川の高瀬（現玉名

市）下りも、いわゆる「米遣いの経済」が発達する

につれて、近郊の産物を運ぶ手段として注目され

ることになった。豊前街道下町と南
みなみ

島
じま

橋
はし

場
ば

を結ん

でいた旧山鹿大橋の川際に、俗に「俵ころがし」と

呼ばれる傾斜を持つ石畳が設けられ、ここから当

地の産物が平
ひら

田
た

舟
ぶね

という帆船に積み込まれて高瀬

へと運ばれた。積荷の第一は米で、雑穀がこれに次

ぎ、幕末には竹細工品、また、木材も主要移出品と 

して筏にして流したという。そのため、山鹿は物資の集散地として重きをなし、菊池川が

各村々を束ねる要となっていた。こうして、近郷農民の生活必需品の買物の場としての在
ざい

町
まち

、湯治の場としての温泉町、豊前街道沿いの宿場町等、複数の性格を持つ山鹿が核とな

って、現山鹿市圏の基礎が形成された。 

写真 再現された船着き場と俵ころがし跡 
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⑤旦那衆の出現 

それまで渡船だった大
おお

川
かわ

口
ぐち

に文政 12 年（1829）に旧山鹿大橋が完成すると、山鹿温泉は

近郷民の入湯場としてさらに賑わいを見せ始めた。また、酒造業のほか、米をはじめとす

る農産物・紙・絹糸・綿布等を媒介とする様々な産業の隆盛、菊池川を利用した水運業がも

たらす莫大な利益は、山鹿に「旦那衆」と呼ばれる富商たちを誕生させた。 

旦那衆の本業は米に関する商売が多かったが、大地主や旅館業・料亭、呉服商のほか、製

糸会社、鋳物工場の経営等の複数の商売を営む者もおり、業種ごとの組合や私立銀行を設

立して経営基盤を強化していった。 

こうした旦那衆の中には、明治 3 年（1870）熊本藩に誕生した実学党政権下で横
よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

に学び、私財を投じて済世救民の思いを実行に移す者が現れた。彼らは進取の気性に溢れ、

これに刺激された市民を巻き込んで山鹿固有の観光施設（八千代座やさくら湯等）を誕生

させるとともに、商業観光都市としての魅力を一層高める役割を果たした。 

 

４）近代 

①さくら湯の誕生 

さくら湯は、山鹿温泉のシンボルである。山鹿温

泉とさくら湯の関係は、明治になってからのこと

である。明治 3 年（1870）、参勤交代の廃止によっ

て御茶屋の利用が減り、老朽化も進んでいたため、

それを一部解体し、増え続ける入浴客に対応でき

る大規模な公衆浴場として改築する計画が旦那衆

から持ち上がった。 

明治 3 年～明治 5年（1870～1872）に行われた大改築で市民温泉として生まれ変わり、龍の

湯（御前湯）・紅葉湯（御次の湯）の連なる棟と桜湯（外湯）の棟がT 字型に配置された。これ

がさくら湯の特徴である「十字クロス構造（屋根が十字に交わる構造）」のきっかけとなった。 

明治 31 年（1898）に道後温泉の棟梁・坂本又八郎氏を招いて改修が行われた際、北側

に唐破風を備えた玄関が設けられた。さらに昭和 4 年（1929）の改修では南側にも唐
から

破風
は ふ

の玄関が設けられた。 

当時、内湯を持たなかった多くの市民にとって、さくら湯は生活の一部であり、山鹿の

温泉文化の象徴でもあった。これがさくら湯（桜湯）の由来である。なお、湯壺としては

「桜湯」、大衆温泉施設としては「さくら湯」と言う。 

 

②八千代座の誕生 

さくら湯と並び、山鹿の歴史文化の象徴となっているのが八千代座である。さくら湯と

同様に、旦那衆が内外からの来訪者をもっと寛がせ、市民にも楽しみを与えたいとの思い

から、当時東京や上方でも人気のあった歌舞伎の芝居小屋を造った。建設構想から完成ま

でに要した月日は僅か 10 ヶ月、明治 43 年（1910）12 月に完成し、翌年の 1 月 11 日にこ

けら落としが行われた。 

写真 往時のさくら湯 
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その後、八千代座は旦那衆の思いに応え盛況を

博したが、第二次大戦後の苦しい生活や不況、映画

やテレビの波に押される形で衰退の一途を辿り、

やがて閉鎖されるといわば廃墟と化した。閉鎖状態が

続き老朽化が進み、朽ちていく八千代座の状態を憂え

た市民による瓦一枚運動が昭和 61 年（1986）に起こ

った。これが契機となり復興を求める市民の声が高ま

り、昭和 63 年（1988）12 月、芝居小屋としては九州

初の国指定の重要文化財となった。 

八千代座は、その後、平成の大修理（平成 8 年

～平成 13 年（1996～2001））によって隆盛期の姿

を取り戻し、歴史的建造物としての価値だけでな

く、隣接する資料館の夢小蔵や移築された漆喰の

土蔵・塀とともに独特の景観美も見せている。 

 

４）現代 

①九州初の市街地再開発ビル「温泉プラザ山鹿」完成 

昭和 42 年（1967）の国道 325 号整備に伴い、市

中心部の商店街が分断されることとなる。また、昭

和 46 年（1971）に市中心部で起きた大火も契機と

なり、狭小な道路や敷地が密集していた商店街の近

代化や地区の再整備について気運が高まり、関係者

が協議を重ねた。昭和 44 年（1969）に公布された

都市再開発法を適用し、市街地再開発事業と商店近

代化事業を合併施行する方針が固まり、同年振興組

合が結成された。 

昭和 50 年（1975）8 月、温泉ビル（市営温泉さくら湯、温泉プール）、中央ビル（ショ

ッピングセンター、市民会館）、住宅ビル（専門店、住宅）からなる九州初の再開発ビルで

ある温泉プラザ山鹿がオープンした。再開発に伴いさくら湯も解体され、再開発ビルの一

部となった。 

 

②「温泉プラザ山鹿」の再整備と「さくら湯」の再生 

再開発ビルの温泉プラザ山鹿は、郊外型大型店舗

の進出等の影響を受け、平成 14 年（2002）に核店

舗が撤退、建物の老朽化も進み、空き店舗が増加し

た。その後、耐震診断を実施し、診断の結果、一部

を解体して耐震化を図ることで既存施設を活用で

きるとわかり、温泉ビルと中央ビルの市民会館部分

写真 現在の八千代座。公演日以外でも八

千代座自体の見物客で賑わう 

写真 明治 44 年の八千代座こけら落とし 

写真 平成 22 年（2010）にリニューアルオ

ープンした温泉プラザ山鹿 

写真 昭和 50 年（1975）に建設された 

温泉プラザ山鹿 
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を減築し、平成 22 年（2010）3 月に商業施設温泉

プラザ山鹿がリニューアルオープンした。 

さくら湯については、温泉プラザ山鹿の再整備を

契機とし、往年の姿を再生したいという市民の想い

に応え、平成 24 年（2012）10 月に木造の十字クロ

ス構造を持つ温泉施設として再建された。往時の雰

囲気を漂わせるさくら湯としての再生が図られ、現

在では年間約 17 万人が来場する温泉施設となって

いる。 

 

③「肥後古代の森」の整備・活用 

肥後古代の森は、文化庁が遺跡の広域保存・活用を目的として進めてきた「風土記の丘

設置事業」の一つで、平成 4 年（1992）に全国で 11 番目の「風土記の丘」として誕生し

た。現在、全国 16 ヵ所に風土記の丘がある。各県 1 ヵ所の原則で指定が進められ、熊本県

では、菊池川流域の山鹿・鹿央・菊水の 3 地区が対象となった。その中核施設となる熊本

県立装飾古墳館が鹿央地区にオープンし、整備事業名を「肥後古代の森」に改称した。現

在、肥後古代の森の活用を目的として肥後古代の森協議会が発足し、山鹿・鹿央・菊水（現

和水町）・菊鹿・菊池の 5 地区で、様々な事業を展開している。 

5 地区のうち、山鹿地区、鹿央地区、菊鹿地区の 3 つが市内に位置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市内に所在する肥後古代の森の位置 

写真 熊本県立装飾古墳館 

写真 復元されたさくら湯／出典：山鹿市

観光サイト「山鹿探訪なび」 
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④豊前街道と来民の町並み 

明治 10 年（1877）の西南戦争の際に、官軍・薩

摩軍ともに山鹿湯町を主戦場としなかったことや

第二次世界大戦での被害がなかったこともあり、

現在、豊前街道沿いには古い町並みが残っている。

明治以降の建築物も多いが、なかには天保年間

（1831～1845）、年代がわかっているものでも安

政 5 年（1858）まで遡る建物も数棟ある。2 間～

3 間間口縦長の江戸時代仕様の商家の佇まいが残

り、菊池川の船着場からの距離によって業種の異

なる配置がうかがわれる点が町並みの特徴となっ

ている。 

高度経済成長期に商店街近代化の流れを受け、

既存のファサードが大きな看板や新たな外壁で覆

い隠されると、昔ながらの町並みが姿を消し、かつ

ての町の繁栄を想起させる漆喰壁や重厚な窓の造

りを容易に見ることができなくなった。 

しかし、平成 5 年（1993）熊本県景観条例によ

る「景観形成地域」の指定以後、町並みの価値を再

評価しようとする機運が高まり、住民自ら商店街

復興策のひとつとして徐々に外観の修復・修景に

力を入れ始め、平成 7 年（1995）から本市も独自

の助成制度を用意してこの動きを支援した。その

結果が今日の豊前街道沿いの町並みを生かしたま

ちづくりへと発展している。 

また、街道から脇道に入ると、そこにも商都とし

ての生活感漂う空間が広がっている。この街道か

ら延びる小路を山鹿では「しゅうじ」と呼ぶが、今

も生活に欠かせない通路であり、古い石積みや板

塀、用水路等を見ることができる。 

一方、鹿本町来民にある町屋の多くは明治から

昭和初期のものだが、中には江戸時代後期の安政

年間（1855～1860）のものもあり、歴史ある町並

みが残っている。平成 6 年（1994）度に調査を行

ったが、歴史的建造物の保存や町並み整備の動き

には至っていない。  

写真 豊前街道の様子。八千代座近く 

写真 豊前街道の様子。この先は菊池川 

写真 朝もやの豊前街道。松明による演出

等、景観にも配慮している 

写真 来民商店街の町並み 
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（２）関わりのある主な人物 

１）宇
う

野
の

親
ちか

治
はる

（12世紀ごろ） 

大和国（現奈良県）宇野の領主である。保元元年（1156）の

保元の乱で敗れ菊池氏に預けられて中村に住んだ際、温泉を発

見して湯屋を建てたとの伝説が残る。雲閑寺に親治の墓と伝わ

る五輪塔もあり、山鹿温泉の発見に感謝する「宇野親治墓前祭」

が毎年行われている。 

 

２）宥
ゆう

明
めい

法
ほう

印
いん

（15世紀ごろ） 

九日町の金剛乗寺中興より 8 代目の僧侶である。文明年間

（1469～1487）のころ湯町の温泉が枯渇した時、薬師堂にこも

り祈祷を行ったところ、温泉が再び湧き出したとの伝説がある。 

毎年 8 月に開催される山鹿灯籠まつりの由来に、温泉を復活

させた報恩のために人々が法印の霊前に紙灯籠を供えたことを

起源とする説がある。 

 

３）隈
くま

部
べ

親
ちか

永
なが

（不明～天正 16年（1588）） 

16 世紀後半、肥後北部の山鹿・菊池二郡を支配していた肥後

の国
くに

衆
しゅう

を代表する人物である。天正 15 年（1587）に勃発した

肥後国衆一揆の中心人物としても知られている。 

 

 

４）細川
ほそかわ

忠
ただ

利
とし

（天正 14年～寛永 18年（1586～1641）） 

熊本城主の肥後細川藩初代藩主である。寛永 9 年（1632）に

加藤氏の改易に伴い、小倉から熊本に入城する。自ら領内のす

みずみを巡視し、人
にん

畜
ちく

改
あらため

帳
ちょう

の作成や河川改修等を進めた。寛

永 17 年（1640）、山鹿に御茶屋（現さくら湯）を新築し、新町

（現来民）においては定期市を許し、団扇
う ち わ

の制作を奨励した。 

 

５）島
しま

已
い

兮
けい

（不明～寛政 8年（1796）） 

「かいこの神様」と言われ、細川藩の養蚕業の普及発達に貢

献した。米野
め の

（現山鹿市鹿央町合里）で養蚕並織絹方主任を仰せ

付けられ、藩内各地を巡回し、指導にあたった。功績が認めら

れ、藩からたびたび褒章を受けた。元の名は志賀半右衛門であ

る。墓は市の史跡に指定されている。 

 

 

写真 隈部親永の像 

写真 宥明法印の墓 

図 山鹿湯町絵図に描かれ

た御茶屋（（山鹿市 大森博

弥氏所蔵） 

写真 島已兮の墓 

写真 伝宇野親治五輪塔群 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BF%9D%E5%85%83
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６）帆
ほ

足
あし

長
ちょう

秋
しゅう

（宝暦 7年～文政 5年（1757～1822））と 

帆
ほ

足
あし

京
みさと

（天明 7年～文化 14年（1787～1817）） 

肥後における国学の祖と言われる国学者である。久原一ツ目

神社の神職の家に生まれる。天明 6 年（1786）伊勢松坂の

本居宣長
もとおりのりなが

を訪れ門人となる。娘である京が 15 歳の時に宣長のも

とで「古事記伝」の写本を行った。長秋・京による写本は全 44

巻が完存し、熊本県の有形文化財に指定されている。 

なお、京は道中和歌を作り、「刀環集」として残している。 

 

７）原
はら

口
ぐち

針
しん

水
すい

（文化 5年～明治 26年（1808～1893）） 

幕末から明治時代の宗教家、学僧である。下内田村（現山鹿市

菊鹿町）の光照寺で生まれる。光照寺の学寮「累
るい

世
せい

黌
こう

」で学問を

深め、23歳の時に博多萬
まん

行
ぎょう

寺
じ

の曇
どん

竜
りゅう

に師事し浄土真宗を学ぶ。

幕末のころから国学が盛んになり、やがて神道が力を持つこと

を予見して、その研究も行う。後に「累世黌」で後進の指導にあ

たり、50代半ばで上洛し、浄土真宗本山の西本願寺に出仕した。

明治 24 年（1891）には大
だい

学
がく

林
りん

の総理（現龍
りゅう

谷
こく

大学学長）に就

任し、さらに数多くの指導者の育成に尽力した。 

 

８）遠
とお

山
やま

弥
や

二
じ

兵
べ

衛
え

（文政 6年～明治 40年（1823～1907）） 

ため池の築造で地域の米作りを安定させた役人である。八代
やつしろ

郡竜
りゅう

峰
ほう

村
むら

（現氷
ひ

川
かわ

町
ちょう

）生まれ。嘉永 6 年（1853）中村手永の

惣庄屋となり、水不足に悩んでいた村人を救うため、50 万トン

もの水をためることができる「湯の口のため池」を完成させた。

これにより、御
み

宇
う

田
た

・方保田
か と う だ

・古閑・中村・日置・白石等の各地

域が恩恵を受け、新しい水田が 76ha ほど開発され、多くの村人

の生活が豊かになった。湯の口ため池と彼を祀る遠山神社は市

の史跡に指定されている。 

 

９）江
え

上
がみ

津
つ

直
なお

（文政 10年～明治 38年（1827～1905））と 

井上
いのうえ

甚
じん

十郎
じゅうろう

（天保 4～明治 39年（1833～1906）） 

江上津直と井上甚十郎は、山鹿温泉を大改築し、殖産興業の

先駆けとなった 2 人である。多感な青年期を横
よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

の塾で学

び、実学党の薫陶を受ける。実学とは「実際に役に立つ学問こそ

が最も大事であり、民の立場にたった政治を行わなければなら

ない」という小楠の進取開明的な考え方が 2 人の一生を決定付

けた。2 人は、学舎を設け、児童教育の普及に尽力したほか、製

糸や製茶、清酒醸造の改良を行い、山鹿や近隣の地域の殖産興

写真 帆足長秋・京 

写真 原口針水 

写真 遠山弥二兵衛 

写真 江上津直 
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業に努めた。特に私財を投じて山鹿温泉の大改築を行い、熊本

県一の温泉場として発展させた。2 人の思想は、彼らの息子の江

上定
さだ

雄
お

や井上明
めい

四
し

郎
ろう

に引き継がれ、彼らを中心に本格的な劇場

の八千代座や鹿本鉄道の建設に至った。 

 

 

 

 

10）中川
なかがわ

正平
しょうへい

（弘化 2年～大正 10年（1845～1921）） 

明治時代～大正時代にかけて、岳
たけ

間
ま

茶
ちゃ

の発展、振興に一生を

捧げた実業家である。山鹿郡津留
つ る

村
むら

（現山鹿市津留）生まれ。明

治維新後、茶業による地域の発展を目指すため紅茶製法を学び、

後に教師として、人材の育成も行った。明治 31 年（1898）には、

熊本市に製茶会社を設立し、自ら社長兼工場長となって、紅茶

や緑茶増産と質の向上に力を注いだ。製茶の品評会にも度々出

品し、明治 21 年（1888）の農産品評会で二等を受ける等、受賞

数は十数回にも上り、「熊本県茶業の大恩人」と称えられた。 

 

11）清
きよ

浦
うら

奎
けい

吾
ご

（嘉永 3年～昭和 17年（1850～1942）） 

熊本県下で初めての内閣総理大臣となった人物である。鹿
か

本
もと

町
まち

来
く

民
たみ

生まれ。日田（大分県）の私塾・咸
かん

宜
ぎ

園
えん

で学んだ奎吾は上

京して官僚となり、司法大臣や農商務大臣、内務大臣等を歴任

し、大正 13 年（1924）、内閣総理大臣に就任した。清浦内閣は

半年ほどの短命であったが、門閥や藩閥のない中で総理大臣に

なった奎吾の功績は郷土の誇りとして、今も語り継がれている。

生家である明照寺に隣接して、清浦記念館が整備されている。 

 

12）木
き

村
むら

亀
かめ

太
た

郎
ろう

（明治元年～昭和 15年（1868～1940）） 

明治 43 年（1910）に建設された八千代座の設計者で総支配人

である。山鹿町の下町（現山鹿市山鹿）生まれ。青年期に長崎に

渡り、測量技師として佐世保の軍港建設に従事する。そこで建

築に関する技術を取得し、帰郷後、鹿本鉄道山鹿駅本社、山鹿小

学校校舎、山鹿高等女学校校舎、薬師堂等を設計した。芝居小

屋、八千代座建設は亀太郎の集大成とも言える事業。画才もあ

り八千代座の天井広告の下絵を描いた。灯籠師としての腕も一

流で、近世の名人と言われた木村仙太郎に師事した。絵を描き、

建築や灯籠制作、八千代座の興行等で多彩な才能を発揮したこ

とから、山鹿のレオナルド・ダ・ヴィンチといわれる。 

写真 中川正平 

写真 清浦奎吾 

写真 井上甚十郎 

写真 木村亀太郎 
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13）松
まつ

本
もと

清
せい

記
き

（明治 13年～昭和 48年（1880～1973）） 

和紙と糊だけで制作する山鹿灯籠の技術を集約し、一般に広

く公開した灯籠制作の第一人者である。鹿本郡山本村（現熊本

市北区）生まれ。家業の時計屋を営みながら、灯籠作りの情熱を

持ち続け、数々の大作・名作を作り、後継者の育成、制作技術の

改良・保存に多大な貢献をした。温厚な人柄で市民から親しま

れ、熊本県近代文化功労者顕彰、熊本日日新聞社会賞を受賞。昭

和 39 年（1964）には、名誉市民の称号が贈られた。 

 

14）中
なか

原
はら

市
いち

兵
べ

衛
え

（明治 18年～昭和 23年（1885～1948）） 

山鹿温泉の発展に力を尽くした実業家。福岡県早良
さ わ ら

郡姪浜
めいのはま

村

（現福岡市）生まれ。山鹿の旧家・中原家の養子となり、山鹿に

「鹿門館」「新富本店」等の料亭や「清流温泉」「清流旅館」を経

営し山鹿を当時の宿場町として大いに発展させた。さらに阿
あ

蘇
そ

坊
ぼう

中
ちゅう

や天草下田の望洋閣旅館温泉等の旅館業も営み、実業家と

して広く知られるようになる。その間、山鹿町議会議員として

地方産業文化向上に貢献し、64 歳で生涯を終えるまで一貫して

観光基盤整備の一翼を担い、山鹿温泉の名を世間に広めた。 

 

 

 

 

  

写真 中原市兵衛 

写真 松本清記 
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４ 文化財等の分布及び特徴 

（１）文化財の件数 

令和 8 年（2026）3 月 31 日現在の指定・登録文化財の件数は、以下のとおりである。 

表 指定・登録文化財の件数 

類型 
国 県 市 

合計 
指定 登録 指定 指定 

有形文化財 

建造物 1 12 3 50 66 

絵画 - - - 1 1 

彫刻 - - 2 10 12 

工芸品 - - 1 7 8 

書籍・典籍 - - 1 - 1 

古文書 - - - 13 14 

考古資料 1 - 3 4 8 

無形文化財 芸能 - - - 1 1 

民俗文化財 
有形の民俗文化財 - - - 3 3 

無形の民俗文化財 - - - 6 6 

記念物 

史跡 7 - 9 43 59 

名勝地 - - - 1 1 

動物、植物、地質鉱物 2 - - 21 23 

合計 11 12 19 159 203 

（２）主な文化財の概要 

１）国指定の文化財 

①建造物（八千代座） 

重要文化財は 1 件、江戸時代後期の芝居小屋の様式を色濃く残した八千代座である。 

同じく国の重要文化財に指定される芝居小屋の

旧
きゅう

金
こん

毘
ぴ

羅
ら

大
おお

芝
しば

居
い

（通称「金
かな

丸
まる

座
ざ

」香川県琴
こと

平
ひら

町
ちょう

）、

旧
きゅう

呉
くれ

服
は

座
ざ

（愛知県犬山市の明治村）、旧広瀬座（福

島県福島市の民家村）、康
こう

楽
らく

館
かん

（秋田県小坂町）と

違い、移築されることなく建築当時の場所に現存

している。また、小屋本体だけでなく、東西の通用

門、庭園、池、稲荷社、東西の便所、火鉢置き場、

旧組合事務所等の諸施設（市指定の有形文化財「八

千代座付属施設」）が残っており、芝居小屋全体の

施設、構えが保存されている唯一の小屋である。 

 

表 八千代座の施設概要 

建物規模構造 間口 29.49ｍ 奥行 35.40ｍ（延べ面積 1,487.4 ㎡）地下 1 階、地上 2 階建て 

瓦葺（平成の大修理の際に、耐震補強工事を併せて実施） 

舞台規模 ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ（Ｈ）4.256ｍ、間口 13.38ｍ、 奥行 10.50ｍ（廻り舞台直径 8.45ｍ） 

収容人数 約 750 人（建設当時は 1,274 人が定員） 

写真 八千代座内の様子。天井絵（往時の店

舗広告）が見事 
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八千代座は、平成 8 年（1996）度～平成 13 年（2001）度にかけて、国と熊本県の補助

を受けて半解体保存修理工事を行い、大正時代の姿に復原した。工事に併せて照明や音響

等の設備を新調したため劇場としての利用も増えている。指定管理者制度が導入され、市

民の発表会から歌舞伎まで多彩な公演が開催されている。 

 

②史跡（鞠
きく

智
ち

城
じょう

跡
あと

／弁慶ヶ穴古墳／チブサン・オブサン古墳） 

7 件が史跡に指定されている。弥生時代後期～古

墳時代初頭を中心とする県内最大規模の集落遺跡

である方保田
か と う だ

東原
ひがしばる

遺跡、朝鮮式山城の鞠智城跡、

古墳関係が 4 件（県内最大規模の双子塚古墳を擁す

る岩原
いわばる

古墳群、装飾古墳の弁
べん

慶
けい

ヶ
が

穴
あな

古墳、チブサン・

オブサン古墳及び鍋
なべ

田
た

横
よこ

穴
あな

）、菊池一族ゆかりの中

世城館の隈
くま

部
べ

氏
し

館
やかた

跡
あと

である。 

鞠智城跡は、7 世紀後半に大和政権が築いた山

城である。菊
きく

鹿
か

町米原
よなばる

の長者
ちょうじゃ

原
ばる

地区を中心とする

総延長約 3.5km の土塁線や急峻な崖線で囲まれ

た、南北約 1.2km、東西 1km、面積約 64.8ha の

規模を有する。現在は、八角形鼓楼、米倉等の建物

を復元し、ガイダンス施設、展望所、休憩所等を設

置し、歴史公園としての活用を図っている。 

装飾古墳について、弁慶ヶ穴古墳は、古墳時代後

期の古墳で、巨石で構築された複室の横穴式石室に

赤色で船、馬等が描かれており、装身具、馬具等が

出土している。チブサン古墳は、古墳時代後期の墳

丘長 44ｍの前方後円墳で、複室の横穴式石室をも

ち、後室の石棺に描かれた壁画が有名であり、古く

大正 11 年（1922）に史跡に指定されている。横穴

式石室内の石屋形には、赤白黒の三色で幾何学文

様、人物が描かれている。オブサン古墳はチブサン

古墳の近傍にある突堤付円墳である。江戸時代以

来、チブサン古墳の壁画図像からくる「乳房信仰」

とともに、オブサン（うぶさん＝産さん）古墳は「お

産」の神様としての信仰対象で、両者は一体として意識されてきたものである。古墳周辺は、

肥後古代の森山鹿地区として整備・活用している。 

 

 

 

 

写真 歴史公園となった鞠智城跡 

写真 チブサン古墳 

写真 弁慶ヶ穴古墳 
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２）国の登録有形文化財 

市内には国の登録有形文化財が 12 件ある。ここ

では本市の中心部である山鹿にある 6 件を紹介す

る。 

1 件は、本市において大正末期の洋風建築の先

駆けとなった山鹿灯籠民芸館である。大正 14 年

（1925）、旧安田銀行山鹿支店として建築された建

築物で、鉄筋コンクリート造 2 階建、建築面積 185

㎡である。他の 5 件はすべて大森家住宅の建造物

である。江戸末期から昭和に金融業等を営んだ山

鹿有数の豪商の邸宅で、明治 5 年（1872）に建築

された主屋、明治元年～明治 15 年（1868～1882）

の建築で明治後期に増築された L 字状の蔵（通称

味噌蔵）、昭和 32 年（1957）建築の観音堂、昭和

15 年（1940）に設置された延長 20ｍの木造（漆喰

壁）の北塀、昭和 16 年（1941）に設置された延長

10ｍの木造（漆喰壁）の西塀の計 5 件が登録され

ている。 

 

３）県指定の文化財 

①建造物（湯町橋） 

3 件の建造物が有形文化財に指定されている。

石橋の湯
ゆ

町
まち

橋
ばし

、現存する県内最古の宝篋印塔
ほうきょういんとう

であ

る川西の宝篋印塔、年号のある宝塔としてわが国

最古の笠
りゅう

忠
ちゅう

平
へい

の宝塔である。 

湯町橋は、吉田川に架橋された 2 連アーチの石

造眼鏡橋
めがねばし

で、文化 11 年（1814）建造は鹿本郡内で

2 番目に古い。長さ 17.7ｍ、幅 4.8ｍ。昭和 50 年

（1975）、河川改修に伴い移築復元した。 

 

②史跡（岩原
いわばる

横穴群） 

9 件が県の史跡に指定されている。いずれも古

墳関係の史跡である。 

岩原横穴群は、古墳時代後期の横穴墓群で 131

基からなる。うち 8 基に装飾文様があり、14 号横

穴にはゴンドラの舟
ふな

縁
べり

に櫓
ろ

を支える突起（櫓臍
べそ

）を

もった屍
し

床
しょう

があり、舟
しゅう

葬
そう

思想をうかがわせる。 

 

写真 移築復元された湯町橋 

写真 岩原横穴群 

写真 大森家住宅 

写真 山鹿灯籠民芸館 
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４）市指定の文化財 

①建造物（八千代座付属施設／金
こん

剛
ごう

乗
じょう

寺
じ

石
せき

門
もん

／伝宇野親治五輪塔群／田中橋） 

八千代座付属施設、金剛乗寺石門、伝宇野親治五輪塔群等、49 件の建造物が有形文化財

に指定されている。 

八千代座付属施設は、明治期の劇場である八千代座の付属施設であり、ひょうたん池、

東通用門、東塀、稲荷社などが含まれる。 

金剛乗寺石門は、文化元年（1804）、石工・甚吉によって建造された。凝灰岩切石を円

形に積み、切妻屋根をのせている。 

伝宇野親治五輪塔群は、鎌倉期の五輪塔であり、大字
おおあざ

中
なか

に位置する雲閑寺にある。三基

並んでいる五輪塔の中央が山鹿温泉発見の功労者とされる宇野親治の墓と言われている。 

田中橋は、鹿北町に位置する石橋で、安政 5 年（1858）に建造された。長さ 14.3ｍ、幅

3.2ｍで二重の輪石で作られた珍しい構造である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②無形文化財（鹿
か

北
ほく

茶
ちゃ

山
やま

唄
うた

） 

無形文化財では 1 件、鹿北茶山唄が指定さ

れている。明治期の茶摘みのころ、鹿北町岳
たけ

間
ま

には県内外から労働者が来ていた。その中

で天草の人たちが茶摘みに来たときに歌っ

ていた作業歌が鹿北茶山唄である。鹿北茶山

保存会が保持団体として認定を受けている。 

 

 

写真 田中橋 

写真 金剛乗寺石門 

写真 伝宇野親治五輪塔群 

写真 全国大会も開催される鹿北茶山唄 

写真 八千代座付属施設 




